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教室の一風景.

図形の問題を解いている生徒に近寄ると，図

に小さく書き込んでいる数字を隠そうとしてか，

手がビクっと動く.

私 :こらッ，オヌシ.何を隠そうとする?

生徒:いや，その….

私 :スポーツでも音楽でも，指導を受けてい

る先生に「今投げるから見ないで」とか

「今弾くから耳ふさいでいてネ」などとい

う生徒がいるか!

オヌシ，何か後ろめたいことがあるのか，と

問いただせば， もちろん，何もありませんと答

える.

この返事はウソということもあり，ウソでは

ない，ということもある.

テストで困った時にいつも試みる解決策，す

なわち答えらしき数値をアテ勘で探すという必

殺わざを駆使している現場を目撃されたのかも

しれない

まちがった考え方，まちがった式，まちがっ

た計算，まちがった答えを先生に見られたくな

い，という思いがあるのかもしれない.後ろめ

たくはないが， まちがっていると耳らかしい， ま

たは「こんなのができないのか」と思われるの

がイヤだ・・・という気持ちがあるのかもしれない.

答えだけ書けばよい数学のテストで，アテ勘

の答えを書いておくという行為は特別非難され

るべきことではない.大いにすればよいとは言

わないが， してはいけない理由はない.ただし，

自分のためにならないことはしない方がよいと

いう意味で，普段の勉強では封印し，そのよう

な行為はテストのときに限定すべきである.

図形問題で，その角度や長ささえ分かれば…，

という状況で，苦し紛れにアテ勘の数値を図に

書き込んだ瞬間から，それ以降の時間がすべて

無駄になってしまう.

教師の目から答案を隠そうとする仕草がフ。 ラ

スなことは何もない.思考が中断するというマ

イナス面もあるが，問題はそんなことではない.

まちがえるのがいけないという意識が，いけな

気持ちはわかるが，意識を変えるべきだ.

まちがえない人間はいない.

大学受験に向かう高校生に向けて，数学者森

毅は次のようなメッセージを発信し続けた.

> 誤りはなにより必要で，どこを誤ったか，

なぜ誤ったか，それを大事にしなくては，

実力は絶対につかない.

> 数学を得意にする秘訣は自分の誤りとなか

ょくすることだ.

> 自分の誤りに学ぶ以外，数学の力をつける

機会はない.

> 自分のまちがいを大事にしないようでは，

いくら勉強しても力はつかない.

(森毅「居直り数学のすすめ」講談社文庫<古書> )

受験生は，かみしめるべきだ.

自分のまちがいを大事にしないようでは，

いくら勉強しても力はつかない.

まちがいは恥で

はない.まちがい

は， 自分をより高

いレベルへと引き

上げるチャ ン スの

塊なのだ.

まちがいと正し

く向き合うことこ
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そが，自分を高める最良の道なのである.まち

がし 1から学ぶ心があれば，人はまちがえた分だ

けできるようになる .

ykishizawa
タイプライターテキスト

ykishizawa
タイプライターテキスト













ykishizawa
タイプライターテキスト




